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国定教科書 『高等科算敷』における関数教育について
一 『高等科算妊 ゝを対象として一

中 西 正 治

堺市立さつき野中学校

本稿は国民学校国定教科書『高等科算刻 における関数教育の変容や特質に
ついて考察するものである。考察の結果、『高等科刷 における関数教育は、
戦力増強に深くかかわり、その指導内容も戦争に必要な知識 ・理解に焦J輛ヒさ

れ、より発展的により高度なものになっていることが明ら力ヽこなった。具体的

には、グラフを正確にかく能力およびグラフから必要な事項を読み取る能力な

どの統計的考察処理能力の更なる育成、機械に関する基礎的な考察処理の更な

る修練、等温線 0等圧線のグラフの考察および成層圏の気象に関する表やグラ

フを取り扱う能力の育成などに関数的な見方や考え方が利用されていることで

ある。正比例と反比例の複合型の関係、一次関数と2乗 比例のグラフ、成層圏

の気象に関する関係および調べ車の直径と回転数の関係に関する事例など新し

い内容力功口わつている。

1.研 究の目的および時代背景

筆者はこれまで、明治 37年から昭和 10年

までの尋常小学校 ・高等小学校 (1)および昭

和 10年から昭和 15年までの尋常小学校0、

昭和 12年から 17年までの高等小学校 )゙、

昭和 16年から 18年の国民学校初等科 “)を

対象として、関数教育の変容や特質を明らか

にしてきた。本稿はこれ らの研究の継続の 1

つであり、国民学校国定教科書『高等科算敷』

(第六期)0に おける関数教育の変容や特質

について考察するものである。ただし、 『高

等科算数二』は編纂されなかったため、 『高

等科算敷』全体を対象とできない。本稿は『高

等科算敷一』 “)に限定した考察となるが、

『高等科算敷』の基本的な思想は 『高等科算

敷一』にもあると考える。

戦時色が濃くなつていった昭和 16年3月 1

日に、勅令第 148号で、「/J學ヽ校令」は55条

から成る 「國民學校令Jに 改正され、小学校

は国民学校に変わり、国民学校教育の目的が
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国民の基礎的練成となって、すべての教科書

が一新されることとなつた。教科は、国民科、

理数科、体錬科、芸能科、実業科 (高等科の

み)と され、算術は理数科の一科目 (理数科L

算数)として、位置づけられるようになった。

昭和 16年から18年にかけて初等科の教科書

『カズノホン』『初等科算敷』が作成され、本

稿で対象とする 『高等科算数』は、その上級

にあたるもので昭和 19年に作成された。この

前後には、昭和 16年 12月 8日真珠湾攻撃、

昭和 17年 6月 ミッドウェー海戦、海軍敗北、

昭和 17年 8月 ～昭和 18年 2月 ガダルカナル

戦、陸軍敗北、昭和 20年 4月 1日米軍沖縄上

陸などがあり、日本は敗戦に向かつて進んで

いた。

なお、本稿では、関数を教えた り関数的

な見方や考え方を養成 した りする教育を関

数教育と捉える。

2。 『高等科算数』の外郭的特徴

『高等科算敷』の教科書は 1年生の生徒用

書のみが作成され、その教師用書、2年 生の

生徒用書および教師用書は作成されなかった。

編纂趣意書も発行されていない。それに代わ

るものとして、日本放送協会編の 『文部省國

民學校高等科教科書編纂趣旨角翠説』がある。

本稿では 『高等科算数―』および 『文部省

國民學校高等科教科書編纂趣旨解説』を資料

として考察を行なう。

3.国 民学校における理数科算数の位置づけ

国民学校における理数科算数はどのような

位置づけであつたのか。

「國民學校令施行規則」の 「第 2節 教科及

科目」の第 7条 において理数科の目的、第 8

条ではそれを受けて理数科算数の目的を述ベ

ている。

まず第 7条 では、「理敷科ハ通常ノ事物現象

ヲ正確二考察シ虎理スルノ能ヲ得シメ之フ生

活上ノ賞践二導キ合理創造
・
ノ精神フ涵養シ國

運ノ嚢展二貢献スルノ素地二培フヲ以テ要旨

トス」とされ、その条文の最後には 「國防ガ

科學ノ進歩二負フ所大ナル所以ヲ知ラシメ國
・防二開スル常識ヲ養フヘシ」と、国防のため

の理数科であることが述べられている。そし

て第 8条 では、「理敷科算数ハ数、量、形二開

シ國民生活二須要ナル普通ノ知識技能ヲ得シ

メ数理的虎理二習熟セシメ数理思想ヲ涵養ス

ルモノ トス」とし、特に初等科においては、

「敷、量、形二開スル日常普通ノ知識、虎理

方法ヲ授クヘシ」、高等科においては 「其ノ程

度ヲ進メ産業、経済、國防等二開シ須要ナル

数量的事項ヲ授クヘシ」となつている。そし

てその下位 目標として、「計算ハ暗算、筆算、

珠算ヲ用フヘシ」「日常生活二於ケル数量相互

ノ開係ヲ明ナラシメ数理的考察ノ正確ヲ期ス

ヘシ」「基礎的知識技能ノ反復練習ヲ重視シ應

用自在ナラシムルニカムヘシ」「持久的二思考

シ究.明スルノ態度ヲ養フヘシ」の4つ が挙げ

られている。すなわち、理数科算数の目的は、

国運の発展や国防のための知識や常識を得る

ための、数 ・量 ・形に関する知識 ・技能、数

理的処理及び数理思想の育成を担 うこととさ

れているのである。 ・

だが、この理数科算数の目的について説明

する段階では、まだ関数教育に関連 した内容

は触れられていない。それは編纂趣旨解説や

教科書の指導内容で現れる。

4.『文部省國民學校高等科教科書編纂趣旨解

説』にみる関数教育

施行規則の高等科の目的である 「其ノ程度

ヲ進メ産業、経済、國防等二開シ須要ナル数

量的事項ヲ授クヘシ」を受けて、解説書では、

高等科の児童が 「兵として戦場に立ち或は産

業戦士として戦力増強に挺身する等、重要な

る任務を課せられるばかりでなく、現に勤勢

學徒として食糧培産、工場生産に参加 してゐ

る」ことから、高等科算数は、軍事能力の向

上、生産能力の向上、食糧増産の推進の二つ
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を柱とし編纂されたとしている σ)。

このような思想のもと、『高等科算敷一』の

中で特に戦力増強に直接関係する教材として、

以下の 5う を挙げている。

一、測定測量に開する技術の修練 (第四課)

二、機械に開する敷理的考察 (第九課)

二、製国の理法の値得 (第二課)

四、食糧培産に開する事項 (第一課)

五、航空・特に成層圏に開する事項 (第十二課)(8)

解説書において関数教育に関連 した内容が

述べられている課は、第一課 『米ノ統計』、第

五課 『種々ノ問題』、第九課 『歯車』および第

十三課 『種々ノ問題』の 4課 である。関数教

育が戦力増強に直接関係する教材と深くかか

わつていることがわかる。

以下 4課 について概観する。

第一課の 『米ノ統計』では、「指数」(生活

指数や物価指数など)と いう概念を入れ、食

糧増産に関する事例を通 して、初等科におい

て行なわれてきた統計的考察処理能力の育成

をさらに進めている。特にグラフを正確にか

く能力、グラフから必要な事項を読み取る能

力の育成に注意を払つている。

統́計的考察虎理は国民學校初等科に於いて下學

年以来注意 して指導 したところでありますが、こ

こでは既習の知識技能を綜合的に駆使 させるとと

もに、新 しく 『指数』を教へ、これを活用するや

うに指導します。

本課の指導に営つては、日表を正確に査くこと、

及び豊いた固表から必要な事項を讀みとること、

の指導に注意いただきたい。
(9)

第五課の 『種々ノ問題』では、雨量 と気温

および伝染病に関する統計の表やグラフを通

して、第一課の統計的考察処理能力の育成を

さらに深めている。

第五課 『種々ノ問題』(二十九頁一三十五頁)で

は、数理的な考察虎理のはたらきを練るためにい

ろいろな問題を集めてあります。その中で、主な

ものは、雨量と氣温に開する国表と博染病に開す

る統計表 とであつて、いづれも統計に開するもの

であります。雨量と氣温に開する国表 としては、

内地の表 日本と裏 日本、及び北と南の代表的な四

つの土地に於けるものを揚げ、これを比較観察さ

せて、各地方の氣候の型 を或る程度理解 させるこ

とを狙つてゐます。(10)

第九課 『歯車』では、機械に関する数理的

考察能力の育成を目的として、初等科におい

て学習した歯車だけでなく、新しく調べ車を

事例に取 り上げている。そして比例・反比例 ・

分数はその考察の基礎的な考え方であること

に留意 している。

歯車の歯数と同韓数との関係、歯車の組合せ、調

べ車の直径 と同轄数、調べ車の組合せについて考

察させるのであります。歯車については、初等科

の第六學年に於て指導 したのでありますが、ここ

でそれを一層徹底 させるのであります。また調べ

車はここが初めてであります。なほここでは既に

指導 した比例 ・反比例に開する事項、及び分数計

算が基礎 とな りますから、これ らがしつか りわか

つてゐるかどうかに注意 して指導 していただきた

いと存じますЪ
(11)

第十二課 『種々ノ問題』では、等温線およ

び等圧線のグラフの考察や成層圏に関する表

やグラフの見方の指導をしている。

第十二課 『種々ノ問題』(八十九頁一九十人頁)

では、先づ賞際の場合について正の敷、負の数を

適用する問題を掲げ、次に等温線及び等歴線の日

の考察を指導し、最後に成層圏の氣象に開する幾

つかの表及び回表を取扱ふこととしてあります。

成層圏に開する教材は、日表の見方を指導すると

ともに、成層圏飛行に封して開心をもたせようと

いふわけであります。
(12)

グラフを正確 にか く能力お よびグラフか ら

必要な事項 を読み取 る能力な どの統計的考察
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処理能力の更なる育成、機械に関する基礎的

な考察処理の更なる修練、等温線 ・等圧線の

グラフの考察および成層圏の気象に関する表

やグラフを取 り扱 う能力の育成などに、
｀
関数

的な見方や考え方が利用されている。より高

度な能力の育成を計つている。

5。 『高等科算数―』にみる関数教育

『高等科算数―』では、4節 で述べた 4つ

の課に加え、図形の関数的な見方や考え方が、

第二課『物ノ形・大キサノ表シ方』、第六課『国

形ノ面積』で扱われている。また第十課『種々

ノ問題』においても関数教育に関する指導内

容が扱われている。

以上の 7つ の課についてそれぞれを概観す

る。

第一課 『米ノ統計』の 「I内地ノ稽作」で

は、収穫高、作付面積、人口の毎年増加 して

いる変化の様子とそれらの相互関係について

考えさせている。「Ⅱ内地ノ米ノ需給」では、

米の移 ・輸入と移 ・輸出のグラフの作成およ

びその年々の変化の様子や自給するための作

付面積の年々の増加率の考察をさせている。

第二課 『物ノ形 。大キサノ表シ方』の 「I

種々ノ固法」では、立方体の傾きの変化に伴

う影の形の変化について観察をさせている。

第五課 『種々ノ問題』では、各月の雨量と

平均気温の変化の様子が、土地によって異な

る様子を調べさせている。赤痢と疫痢に関す

る折れ線グラフを作成 し、それらの変化の様

子を考察させている。内地の総死亡数と結核

死亡数および年齢のグラフを作成 しそれらの

関係を考察させている。

第六課 『固形ノ面積』の 「正三角形」では、

底辺 ασ″、高さらσ″、面積 Ac″2で
ぁる三角

形において、高さまたは底辺または面積を一

定としたときの、面積と底辺 (正比例)、面積

と高さ (正比例)お よび底辺と高さ (反比例)

のそれぞれの関係をグラフにかかせたり、α、

ら、Aの 関係式を求めさせたりしている。「Ⅱ

矩形」では、縦 5c″、横 6σ″の長方形を基

準にして、その基準より横の長 さを変化 させ

たときの横の長 さと面積の関係 (一次関数)

。を表すグラフを作 らせている。そ して面積が

20、40と なるときの横の長 さをグラフから読

み取 らせている。「Ⅲ正方形」では、1辺 の長

さをα (1、2、3、0「……、10)と したときの

1辺 の長 さ。と面積の関係 (2乗 比例)を 表す

グラフを作 らせている。「Ⅵ園」では、直径を

グ (1、2、3、………、10)と したときの円周

′="(正 比例)の グラフ、半径を r(1、 2、

3、………、10)と したときの円の面積 A=″ 2

(2乗比例)の グラフをかかせている。″が 2

倍、3倍 、………になると、面積はどのよう

に変化するかについて考えさせている。また

「研究」では、半径を らだけ長 くした り短 く

した りしたときの円周や面積の変化を扱って

いる。

第九課 『歯車』の 「I歯車ノ歯数 卜回韓数」

では、大歯車と小歯車の歯数と回転速度の関

係、「Ⅱ歯車ノ組合ィヽセ」では、2つ 以上の大

歯車と小歯車が組み合わされたときのそれぞ

れの歯数と回転速度の関係、「Ⅲ調べ車ノ直径

卜回韓敷」では、大小.2つの調べ車の直径と

回転数との関係、「Ⅳ調べ車ノ組合ハセ」では、

2つ 以上の調べ車が組み合わされたときのそ

れぞれの直径と回転速度 との関係を求めさせ

ている。比例と反比例の考え方が複合され利

用されている。

第十課 『種々ノ問題』では、自転車の車輪

の外径と回転数の関係、直方体の縦、横、高

さと体積の関係、縦、横、高さをそれぞれす
べて 2倍 、3倍 、4倍 としたときの直方体の対

角線、表面積、体積の倍率の関係を扱ってい

る。

第十二課『種々ノ問題』では、温度と高度、

気圧 と高度および風速と高度の関係を示 した

グラフの読み取り、高度と大気の密度の関係

を示 した表の読み取りをさせている。ただし、

高度と風速のグラフは関数のグラフではない
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が、本稿では変化の様子という観点から対象

とした。

6.考 察とまとめ

高等科は初等科をさらに発展させ、より高

度な能力の育成を計つている。
・では具体的に 『初等科算数』をどのように

発展させているのか、どのような点でより高

度であるのか、比較してみることにする。そ

のために、拙稿 (4)において使用した指導内

容の観点表 (13)を利用する。

[表 2]使 用された関数のグラフ

[表 3]グ ラフの種類

学 年
初等科算数 高等科算数
七  : ノ ヽ

関数の種類については、正比例や反比例が

それぞれ単独に扱われるだけでなく、2つ ま

たは2つ 以上が組み合わされ、複合型の事例

が多くなり複雑な式が扱われている。

使用された関数のグラフについては、階段

関数やダイヤグラムのグラフは扱われなくな

り、一次関数と2乗 比例のグラフが新しく扱
われている。 しかしそれらのかき方について

は特に説明はなされていない。

グラフの種類については、初等科でよく用
いられていた棒グラフはなくなり、直線 ・曲

線 (放物線)・折れ線が中心となっている。

事例の種類については、初等科で学習する

初歩的な量を利用 したものゃ特徴的であった

6年 の力のモーメン トや合力や分力などのカ

学に関する事例は扱われなくなり、新 しい事

例として、風速と高度、気圧 と高度、気温と

高度、密度と高度などの成層圏に関する関係

および調べ車の直径と回転数の関係が扱われ

ている。特に成層圏に関連した事例は 「成層

[表 1]学 年による関数の種類

学 年 初等科算数 高等科算数
七

正比例

反比例

正比例 ・反比例複合
1次 関数 (和が一定)
2乗 比例

3乗 比例

指数関数
一般の関数 (三角関数) 7(6)

個数 0数

時刻一気温 ・体温

風速0気圧・温度0密度―高度

長さ・面積・体積矩形0円・線)
仕事

賃金

速 さ

分量一値段 4

単位換算

(人口)統 計

月別一雨量 ,気温 1

人数―食料

昼―夜

ア コ

歯車 0滑車 ・調べ車

形

時刻一時間

位 置

か さ 重 さ

階段

振 り子

特 T娠 ・信艶匡・舶画 ・座高

力 (合力 ・分力など)

学 年
初等科算数 高等科算数
七 i八

正比例

反比例
一次関数

2乗 比例

階段関数

ダイヤグラム

上記にない統計のグラフ
な し 30 :  14 23

学 年
初等科算数 高等科算数
七

直線
´

1

双曲線 (曲線) 1(4)

棒

折れ線

階段

その他

な し 30 23

[表 4]事 例の種類
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圏飛行に封して開心をもたせよう」とした軍

事能力の向上のためのものであり、より戦時

色の強い事例となつている。また初等科から

引き続いて、図形の関数的な見方や考え方で:

ある立方体の傾きの変化に伴 う影の形の変化

や面積と長さの関係を中心とした比例 02乗

比例 。3乗 比例 0反比例など高等科で基礎知

識となる概念の確認とその練習を行つている。

以上のように、関数、グラフ、事例とも新

しい内容が加わるだけでなく、それらはより

複雑にまた高度になつている。

『高等科算数』における関数教育は戦力増

強に深くかかわり、その指導内容も戦争に必

要な知識 ・理解に焦点化され、より発展的に

より高度なものになっている。ただ全体的な

文脈からみれば、高等科においても、関数教

育は目的とはされず、手段であつたり副次的

であつたりしている。このことは初等科から

基本的に一貫している。
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観点の意味については、

[表 1]学 年による関数の種類は、どのような

関数をどの学年で指導 しているか

[表 2]使 用された関数のグラフは、どの関数

のグラフを使用しているか

[表′3]グ ラフの種類は、どのようなグラフの

種類を使用しているか

[表 4]事 例の種類は、どのような事例を使用

しているか

を表 している。
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